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皆さま、元気でお過ごしでしょうか？暮らしと住まいを快適にするための
ちょっと役立つ情報をお届けします。今回のテーマは、「室内のお手入れ」です。
お掃除はまめにしていても、ちょっとやっかいな汚れは見て見ぬふり・・・なんて事も！？
そこで、床や壁の基本的なお手入れや、よくある汚れなどの解決法をご紹介します。

【床のお手入れ方法】
●フローリングのお手入れ
　大きなゴミやホコリは掃除機で吸い、細かいホコリなどは市販の床用お掃除シート
　などで拭き取りましょう。板張りの床は、水が大敵。なるべく水を使わないことを
　おすすめしますが、雑巾がけをしたら乾拭きを忘れないように。
◆ワックスがけ・・・擦りキズなどの予防や、ツヤを長持ちさせるためにワックスがけを
　おすすめします。床がツルツルして転倒しないために、必ずすべり止め材入り
　木質床用ワックスを　使いましょう。水性ワックスや樹脂ワックスなら２～３ヶ月に
　１回、油性ワックスなら　１ヶ月に１回が目安です。（メンテナンスフリーの
　フローリングは基本的に不要ですが、かける場合は指定のものを使用します。）
◆小さいキズの直し方・・・同色のマジックペンなどを
　塗ってから、ワックスで磨けば目立たなくなります。市販の
　フローリング用キズ補修クレヨンなどもおすすめです。

●カーペットのお手入れ
　カーペットの毛足に沿って、こまめに掃除機をかけ、
取りにくいゴミは粘着ローラーで取りましょう。

◆簡易クリーニング法・・・月に１度、カーペット用洗剤や住居用洗剤を使って、全体のクリーニングをしましょう。
　天気の良い日に風通しをよくして行います。
　①ぬるま湯で薄めた住居用洗剤を固く絞った雑巾でカーペットの毛並みに沿って、汚れをこすり出すように拭く。
　②次は反対方向に向かって拭く。
　③最後に全体を乾拭きして乾かす。また、重曹を振りかけ、しばらく置いて、掃除機で吸い取ると、ニオイが消えます。
◆水溶性（醤油やコーヒーなど）のシミ・・・すぐにティッシュなどで吸い取り、塩をかけておき、塩が湿ったら歯ブラシ
　で塩を浮き上がらせるようにこすり、掃除機で吸い取ります。仕上に中性洗剤を溶かしたぬるま湯を絞った布で
　拭きましょう。
◆ガムやご飯粒・・・ビニール袋に入れた氷等で冷やします。固まったら叩いて砕くか、ヘラ等ではがし、取り除きます。
◆焼けコゲ・・・表面だけの軽いコゲなら、歯ブラシでこすれば目立たなくなります。大きなコゲ跡は、色の変わった
　部分をカッター等で取り除き、カーペットの目立たない部分から取った毛を木工用ボンドで埋め込むといいですよ。

【壁のお手入れ方法】
●ビニールクロスのお手入れ
　大きなゴミやホコリは掃除機で吸い、細かいホコリなどは市販の床用お掃除
　シート等で拭き取りましょう。板張りの床は、水が大敵。なるべく水を使わない
　ことをおすすめしますが、雑巾がけをしたら乾拭きを忘れないように。

◆ヤニ・・・住居用洗剤を熱湯で約５倍に薄め、スポンジローラーなどでムラなく塗り、ブラシでこすります。
　隅はナイロンたわしなどを使うとキレイに。乾く前にきれいな布で水拭き＆乾拭きで仕上げます。

◆表面のカビ・・・住居用洗剤をぬるま湯で薄めて拭き、ドライヤーで乾燥を。
　落ちにくい場合は塩素用漂白剤を表示に従って薄め、カビ部分に塗布し、20分ほど置いたら、ぬるま湯で絞った
　雑巾で拭きましょう。

※今回ご紹介した方法は一般的なものです。薬剤等を使用する際は、変色等の可能性もございますので、ご注意ください。


